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No.186

進学実績向上

秋田の商業教育の伝統を
後世に引き継ぐための
改革の第一歩

◎校訓は「感謝・勤勉・鍛錬」。会計、
流通経済、情報の３コース制。２００４
年に文部科学省「目指せスペシャリ
スト」研究指定校、０８年に秋田県金
融広報委員会「金融教育研究校」の
指定を受ける。部活動が盛んで、レ
スリング部、野球部、吹奏楽部など
が全国レベルの活躍をしている。

国公立大は、岩手県立大に１人が合格。
私立大は、ノースアジア大、東北学院大、
専修大、中央大、明治大などに延べ６３
人が合格。

設立

形態

生徒数

12年度入試合格実績（現浪計）

1920（大正９）年

全日制／商業科／共学

１学年約240人

住所
　

電話

Web Site

〒010-1603
秋田県秋田市新屋勝平台1-1

018-823-4308

186
指導変革の

成果実践背景

◎全国の商業高校の
中でも国公立大合格
者数が少なく、進学
も出来る商業高校へ
脱皮するための改革
に着手

変革のステップ

◎生徒指導の徹底、
朝学習の充実、模試
の活用、資格取得指
導の強化により、生
徒の学力向上・進路
意識改革を図る

◎資格取得者が急増
し、２０１３年度入試で
目標の国公立大合格
者数２桁を達成。学力
向上の効果で就職状
況も好調

http://akisho.ed.jp/　（新サイト）

秋田県秋田市立

秋田商業高校

http://www.edu.city.akita.akita.jp/
̃akisho/　（旧サイト）̃

　

秋
田
市
立
秋
田
商
業
高
校
が
学
年
主
任
の
宇
佐
美
晋

哉
先
生
の
下
で
進
学
実
績
向
上
の
取
り
組
み
を
始
め
た

の
は
、
２
０
１
０
年
４
月
の
こ
と
だ
。
１
年
部
主
任
と

な
っ
た
宇
佐
美
先
生
が
掲
げ
た
目
標
は
、
国
公
立
大
合

格
者
数
２
桁
。
こ
こ
数
年
の
合
格
者
数
は
１
桁
台
と
、

全
国
の
商
業
高
校
の
中
で
も
低
迷
し
て
い
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
高
い
ハ
ー
ド
ル
だ
っ
た
。
宇
佐
美
先
生
が
こ

の
目
標
を
宣
言
し
た
背
景
に
は
、
同
校
の
存
続
、
ひ
い

て
は
県
の
商
業
教
育
へ
の
強
い
危
機
感
が
あ
っ
た
。

　
「
大
学
進
学
率
が
50
％
を
超
え
、
特
に
国
公
立
大

志
向
が
高
ま
る
中
、
高
校
に
は
社
会
の
そ
う
し
た
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
就
職
と
部
活
動

の
実
績
で
地
域
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
て
も
、
社
会
の

変
化
に
応
じ
て
多
様
な
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
出
来

な
け
れ
ば
、い
ず
れ
は
行
き
詰
ま
る
で
し
ょ
う
。
今
、

手
を
打
た
な
け
れ
ば
、
秋
田
の
商
業
教
育
の
伝
統
が

途
絶
え
て
し
ま
う
と
思
い
ま
し
た
」（
宇
佐
美
先
生
）

　

13
年
度
、
県
内
高
校
の
統
合
再
編
に
よ
り
、
同
校
は

県
で
唯
一
の
商
業
高
校
と
な
る
。
１
校
だ
か
ら
こ
そ
地

域
の
目
は
同
校
に
集
ま
り
、
地
域
の
期
待
に
応
え
ら
れ

な
け
れ
ば
、
段
階
的
な
縮
小
も
あ
り
得
る
と
宇
佐
美
先

生
は
考
え
る
。
そ
う
な
れ
ば
部
活
動
の
競
技
力
維
持
も

難
し
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
実
績
を
上
げ
る
こ

と
は
厳
し
い
。そ
れ
は
、文
武
両
道
を
校
是
と
す
る
同
校

に
と
っ
て
、学
校
の
根
幹
が
崩
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

秋
田
県
の
商
業
教
育
の

伝
統
を
守
る
た
め
に
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「
本
校
は
20
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

創
立
時
に
は
１
０
０
年
後
を
見
据
え
て
教
育
に
取
り

組
ん
だ
教
師
が
い
た
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
１
０
０

年
後
に
は
、
未
来
を
見
据
え
て
行
っ
た
教
育
の
成
果

を
待
つ
人
た
ち
が
い
ま
す
。
私
た
ち
教
師
は
、
学
校

の
過
去
、
現
在
、
未
来
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
の
で

す
。
そ
れ
が
歴
史
の
連
続
性
で
あ
り
、
そ
う
し
て
伝

統
が
築
か
れ
て
い
く
の
で
す
。
次
の
１
０
０
年
を
見

据
え
て
、
本
校
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
見
い
だ
し
、

社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
素
地
を
つ
く
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」（
宇
佐
美
先
生
）

　

宇
佐
美
先
生
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
学
年
団
の

意
思
統
一
で
あ
っ
た
。
同
校
存
続
の
危
機
感
を
伝
え
、

国
公
立
大
合
格
者
数
２
桁
の
目
標
と
、
商
業
高
校
の
専

門
性
を
生
か
す
た
め
に
セ
ン
タ
ー
試
験
を
課
さ
な
い
国

公
立
大
の
推
薦
入
試
に
挑
戦
さ
せ
る
方
針
を
示
し
た
。

３
年
部
担
任
の
櫻

さ
く
ら

庭ば

咲さ
き

子こ

先
生
は
、
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
そ
れ
ま
で
は
、
国
公
立
大
志
望
の
生
徒
が
い
た

場
合
に
の
み
個
別
に
対
応
す
る
体
制
で
あ
り
、
本
格

的
に
国
公
立
大
入
試
の
指
導
を
す
る
の
は
、
私
は
初

め
て
で
し
た
。
入
試
制
度
を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

ま
し
た
が
、
大
学
や
学
部
、
入
試
科
目
、
取
得
資
格

な
ど
の
推
薦
要
件
を
調
べ
る
う
ち
に
、
セ
ン
タ
ー
試

験
を
受
験
し
な
く
て
も
基
準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
誰

で
も
国
公
立
大
を
狙
え
る
と
分
か
り
、
生
徒
に
ぜ
ひ

挑
戦
さ
せ
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

教
師
の
意
思
統
一
を
し
た
後
は
、
生
徒
の
気
持
ち
を

引
き
締
め
た
。
10
年
４
月
、
１
年
部
の
教
師
が
最
も
重

視
し
た
の
は
、
生
徒
指
導
の
徹
底
だ
。
出
席
日
数
や
身

だ
し
な
み
な
ど
の
生
活
態
度
は
、
推
薦
入
試
や
就
職
試

験
の
際
に
重
視
さ
れ
る
要
件
で
あ
り
、
１
年
次
で
き
ち

ん
と
指
導
し
、高
校
生
活
の
土
台
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
。

　
「
生
徒
指
導
が
徹
底
で
き
て
い
な
い
と
、
教
師
は

生
徒
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
教
師
の

言
葉
に
耳
を
傾
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
進
路
選
択
に
際

し
て
も
、
最
後
の
最
後
に
志
望
校
を
諦
め
て
安
易
な

選
択
を
し
か
ね
ま
せ
ん
。
教
師
の
指
導
が
生
徒
に
よ

り
響
く
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
最
初
の
生
徒
指
導

が
重
要
と
考
え
ま
し
た
」（
宇
佐
美
先
生
）

　

生
徒
指
導
を
厳
し
く
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
指
導
の

回
数
や
守
る
べ
き
ル
ー
ル
が
増
え
た
わ
け
で
は
な
い
。

指
導
の
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た
の
だ
。
１
ク
ラ
ス

で
も
指
導
か
ら
逸
脱
す
る
と
、
学
年
全
体
が
緩
む
。
そ

う
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
、
担
任
間
で
指
導
の
基
準
を

統
一
し
、
例
外
は
許
さ
な
い
態
度
で
指
導
に
臨
ん
だ
。

そ
の
効
果
も
あ
り
、
同
学
年
で
は
生
徒
指
導
上
の
問
題

は
も
ち
ろ
ん
、
３
年
次
で
進
路
指
導
を
め
ぐ
る
生
徒
と

教
師
の
行
き
違
い
が
、
例
年
に
比
べ
て
少
な
か
っ
た
と

い
う
。
こ
れ
ま
で
な
ら
弱
音
を
吐
い
て
、
国
公
立
大
を

諦
め
る
よ
う
な
場
面
で
も
、
生
徒
は
教
師
を
信
じ
て
、

高
い
目
標
へ
の
挑
戦
を
や
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

国
公
立
大
合
格
者
数
２
桁
に
向
け
た
取
り
組
み
の
柱

は
、
学
力
向
上
と
資
格
取
得
だ
。

　

学
力
向
上
策
の
１
つ
め
の
柱
は
、
朝
学
習
の
充
実
。

１
年
次
で
は
国
数
英
と
資
格
試
験
の
対
策
、
２
年
次
で

は
一
般
教
養
に
加
え
て
小
論
文
模
試
に
向
け
た
指
導
を

行
い
、
３
年
次
で
は
更
に
コ
ラ
ム
を
読
ん
で
１
０
０
字

程
度
の
意
見
に
ま
と
め
る
論
文
指
導
を
行
う
こ
と
で
、

文
章
力
を
養
い
な
が
ら
社
会
へ
の
視
野
を
広
げ
た
。

　

そ
れ
ま
で
も
朝
学
習
は
行
っ
て
い
た
が
、
学
年
に
よ

秋
田
市
立
秋
田
商
業
高
校

櫻
庭
咲
子
　
さ
く
ら
ば
・
さ
き
こ

教
職
歴
、
同
校
赴
任
歴
共
に
７
年
。
進
路
指
導
部
。
３

年
部
担
任
。「
現
状
に
満
足
し
な
い
。
生
徒
に
寄
り
添
い
、

生
徒
の
可
能
性
を
伸
ば
す
」

秋
田
市
立
秋
田
商
業
高
校

原
田
真
紀
子
　
は
ら
た
・
ま
き
こ

教
職
歴
10
年
。同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。進
路
指
導
部
。

３
年
部
担
任
。「
仕
事
に
も
生
徒
に
も
自
分
に
も
誠
実
に

向
き
合
う
」

秋
田
市
立
秋
田
商
業
高
校

宇
佐
美
晋
哉
　
う
さ
み
・
し
ん
や

教
職
歴
19
年
。同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。進
路
指
導
部
。

３
年
部
主
任
。「
帰
っ
て
く
る
と
こ
ろ
を
つ
く
る
」

担
任
団
が
率
先
し
て

大
学
入
試
制
度
を
研
究

積
極
的
に
学
習
す
る
意
識
を

朝
学
習
で
醸
成

秋
田
市
立
秋
田
商
業
高
校

渡
辺
淳
一
　
わ
た
な
べ
・
じ
ゅ
ん
い
ち

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
進
路
指
導

部
主
任
。「
成
り
行
き
任
せ
で
は
な
く
、
明
日
吹
く
風
を

読
み
取
れ
る
生
徒
を
育
て
た
い
」
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っ
て
は
、
開
始
時
間
寸
前
に
教
室
に
入
る
生
徒
や
、
私

語
を
す
る
生
徒
が
目
立
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
学
年

で
は
時
間
前
着
席
を
徹
底
し
て
、
学
級
全
員
が
同
じ
意

識
で
頑
張
る
雰
囲
気
を
醸
成
す
る
と
共
に
、
学
習
の
取

り
組
み
状
況
を
担
任
が
全
て
確
認
し
、
い
い
加
減
な
姿

勢
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
努
め
た
。
３
年
部
担
任
の
原は

ら

田た

真
紀
子
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
導
入
期
指
導
で
最
も
意
識
し
た
の
は
、
真
面
目

に
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢
を
生
徒
に
定
着
さ
せ
る
こ

と
で
し
た
。
正
解
か
ど
う
か
と
い
う
よ
り
も
、
き
ち

ん
と
問
題
に
取
り
組
み
解
答
し
て
い
る
か
を
見
ま
し

た
。
担
任
が
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
こ
と
を
生
徒

に
意
識
さ
せ
る
た
め
に
、
担
任
が
コ
メ
ン
ト
を
書
い

て
返
却
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
い
い
加
減
な
態
度

は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
と
い
う
意
識
を
、
１
年
次
の

最
初
か
ら
持
た
せ
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
」

　

学
力
向
上
策
の
２
つ
め
の
柱
は
、
模
試
の
有
効
活
用

だ
。
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
進
路
マ
ッ
プ
（
実
力
診
断
テ
ス
ト
・

実
力
判
定
テ
ス
ト
）」
と
「
フ
ァ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
」
を

新
た
に
導
入
。
模
試
は
、
１
年
次
２
回
、
２
年
次
３
回
、

３
年
次
１
回
の
実
施
と
し
、
そ
の
結
果
を
学
習
の
動
機

付
け
に
す
る
と
共
に
、
全
国
の
商
業
高
校
に
通
う
生
徒

の
中
で
、
自
分
が
ど
の
位
置
な
の
か
を
生
徒
に
分
か
る

よ
う
に
し
た
。

　

模
試
の
活
用
に
は
、
学
校
の
財
産
と

し
て
生
徒
の
学
力
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る

目
的
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
も
各
学
年

で
模
試
を
実
施
し
て
い
た
が
、
時
期
や

回
数
が
ま
ち
ま
ち
な
上
、
デ
ー
タ
を
共

有
し
て
い
な
か
っ
た
。
過
年
度
比
較
を

し
て
生
徒
の
合
格
可
能
性
を
測
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
同
学
年
以
後

は
、
他
学
年
も
時
期
を
合
わ
せ
て
実
施

す
る
こ
と
に
し
た
。
今
は
、
進
路
指
導

の
資
料
と
し
て
模
試
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

　

模
試
の
事
前
指
導
は
、
進
路
マ
ッ
プ

に
付
属
し
て
い
る
教
材
を
長
期
休
業
の

課
題
と
し
、
そ
れ
を
休
み
明
け
に
提
出

さ
せ
て
、
国
数
英
の
教
科
担
任
が
取
り

組
み
状
況
を
確
認
。
模
試
実
施
後
は
、

学
年
会
で
結
果
を
分
析
し
た
上
で
、
各

教
科
担
任
が
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
弱
点

と
そ
の
対
策
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
模

試
の
実
施
・
分
析
を
通
し
て
、
生
徒
は
自
分
の
実
力
を

知
り
、
全
国
に
同
じ
よ
う
に
頑
張
る
仲
間
が
い
る
こ
と

を
強
く
意
識
す
る
の
で
あ
る
。

　

学
力
向
上
策
と
並
行
し
て
、
簿
記
を
中
心
と
す
る
商

業
系
資
格
の
取
得
の
支
援
も
充
実
さ
せ
た
。
資
格
取
得

は
国
公
立
大
の
推
薦
入
試
に
挑
戦
す
る
た
め
の
必
須
要

件
で
あ
り
、
商
業
科
の
教
師
を
中
心
に
学
年
団
が
最
も

力
を
入
れ
た
取
り
組
み
だ
。
１
年
次
は
朝
学
習
で
資
格

試
験
の
対
策
を
行
い
、
２
年
次
か
ら
は
試
験
前
に
限
ら

ず
、
毎
週
月
水
金
の
放
課
後
、
日
商
簿
記
検
定
２
級
の

受
験
講
座
を
開
い
た
。

　

厳
し
か
っ
た
の
は
部
活
動
と
の
両
立
だ
。
同
校
の
部

宇佐美先生の学年では、日常的に国公立大進学を意識できるよう、学年の廊下の壁に、取得資格と学
業成績を生かして進学できる国公立大の一覧を日本地図に示して掲示　 ＊学校資料から抜粋して掲載

学校独自に作成した「国公立大入試情報の全国地図」（抜粋）図

模
試
デ
ー
タ
を
蓄
積
し

未
来
へ
と
続
く
学
校
の
財
産
に

生
徒
の
意
欲
に
応
え
て

土
日
に
も
資
格
取
得
指
導
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活
動
加
入
率
は
全
学
年
１
０
０
％
で
、
補
習
の
た
め
に

部
活
動
を
休
ま
せ
る
こ
と
は
一
切
し
な
い
と
い
う
方
針

だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
部
活
動
に
影
響
な
く
、
補

習
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

　
「
部
の
試
合
や
遠
征
な
ど
で
補
習
に
来
ら
れ
な
か

っ
た
生
徒
、
学
習
に
つ
い
て
い
け
な
い
生
徒
の
た
め

に
、
１
人
で
も
補
習
を
受
け
た
い
と
い
う
生
徒
が
い

れ
ば
、土
日
や
長
期
休
業
で
も
補
習
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
も
資
格
の
重
要
性
を
よ
く
理
解
し
て
お
り
、
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
の
で
、
教
え
る
私
の
方

に
も
自
然
と
熱
が
入
り
ま
し
た
」（
櫻
庭
先
生
）

　

同
校
は
、
生
徒
や
保
護
者
の
進
学
意
識
の
向
上
に
も

取
り
組
ん
だ
。
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
大
阪
で
は
私
立
大

に
依
頼
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
案
内
と
模
擬
講
義
を
実
施
し

て
も
ら
っ
た
。
更
に
、
自
主
研
修
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
京
都
市
内
の
大
学
を
訪
問
さ
せ
た
。

　

普
段
の
指
導
で
も
、
担
任
が
国
公
立
大
の
魅
力
や
資

格
取
得
の
必
要
性
を
説
き
、
国
公
立
大
へ
の
進
学
に
悩

ん
で
い
る
生
徒
が
い
れ
ば
、
面
談
を
繰
り
返
し
た
。

　
「
そ
れ
ま
で
、
一
部
の
教
師
が
大
学
進
学
の
意
義

や
魅
力
を
生
徒
に
語
る
だ
け
で
し
た
が
、
学
年
団
が

組
織
的
に
行
っ
た
こ
と
で
、
大
学
進
学
は
自
分
に

と
っ
て
無
関
係
で
は
な
い
と
思
う
生
徒
が
増
え
ま
し

た
」（
原
田
先
生
）

　

一
連
の
取
り
組
み
は
、
同
校
に
大
き
な
成
果
を
も
た

ら
し
た
。
例
年
３
割
程
度
の
合
格
率
だ
っ
た
日
商
簿
記

検
定
２
級
で
、
会
計
コ
ー
ス
の
75
人
中
67
人
が
合
格
。

更
に
、
そ
の
勢
い
は
続
き
、
13
年
度
大
学
入
試
で
は
14

人
が
国
公
立
大
に
合
格
し
た
（
13
年
２
月
時
点
）。
１

年
次
に
掲
げ
た
国
公
立
大
合
格
者
数
２
桁
の
目
標
を
達

成
し
た
の
だ
。

　
「
ど
の
学
年
の
生
徒
も
、
資
格
取
得
や
大
学
進
学

の
重
要
性
は
分
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
た

め
に
頑
張
れ
る
か
ど
う
か
は
、
教
師
が
ど
れ
だ
け
引

っ
張
れ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
」（
宇

佐
美
先
生
）

　

就
職
状
況
も
好
調
で
、
学
力
試
験
で
好
成
績
を
上
げ

て
内
定
を
決
め
る
生
徒
も
多
か
っ
た
。
学
力
向
上
の
取

り
組
み
が
、
就
職
試
験
に
お
い
て
も
相
乗
効
果
を
も
た

ら
し
た
の
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
は
、
学
年
の
取
り
組

み
を
他
学
年
に
波
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
。
進
路
指
導

部
主
任
の
渡
辺
淳
一
先
生
は
語
る
。

　
「
こ
の
実
績
を
一
時
的
な
も
の
と
し
な
い
た
め
に

は
、
取
り
組
み
を
他
学
年
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
大
切

で
す
。
実
績
を
上
げ
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
が

具
体
的
な
形
と
し
て
見
え
て
き
た
今
、
学
年
団
の
方

針
を
尊
重
し
な
が
ら
、
学
校
全
体
で
足
並
み
を
そ
ろ

え
て
進
め
る
よ
う
働
き
掛
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
」

　

同
校
の
「
次
の
１
０
０
年
」
に
向
け
た
礎
は
、
着
々

と
固
ま
り
つ
つ
あ
る
。

生
徒
を
引
っ
張
る
に
は

教
師
の
熱
意
あ
る
の
み

一貫性と継続性が
取り組みに説得力を与える

３年部主任　宇佐美晋哉

　消費者の多様なニーズに応えることが、企業の生き残り
には不可欠です。それは学校でも同じだと、私は思います。
「商業高校に行ったらいい大学には行けない」。生徒にそう
思われたら本校の未来はありません。今が本校の生き残り
をかけた分水嶺であり、その布石になろうと心に決めて改
革に取り組んできました。
　仕事を進める上で心掛けているのは、取り組みに一貫性
と継続性を持たせることです。それがなければ説得力は生
まれず、人はついてきません。いくら主任になっても、リー
ダーシップを発揮させてくれるスタッフがいなければ学年
組織は動かないのです。もう１つ意識しているのは、常に
社会に向けてアンテナを張り続けることです。新聞は毎日
３紙を読み、読書は専門の日本史の他、民間の発想を取り
入れるために経済や経営の本も読んでいます。また、主任
になってからは月１回、県の中小企業同友会の定例会にも
出席しています。根底には、生徒の心に私の言葉を残した
いという思いがあります。生徒が40歳になった時、「宇佐
美先生はあんなことしか言えなかった」と思われたくない
という一念が、私を勉強に駆り立てます。
　12年度の学年目標は「後世に素晴らしい秋商を残そう」
でした。生徒への呼び掛けであると共に、自戒の言葉でも
あります。私も次代に何かを残さなければなりません。本
校の存続と県の商業教育の発展のために、本校の存在意義、
進学指導のノウハウ、スポーツの大切さなどを、生徒や若
い先生方に伝えていきたいと思います。

若手教師が語る、指導変革への　　　　若手教師が語る、指導変革への 　　　情熱
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